
第３７回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録（案） 

 

日 時： 平成２７年１２月１６日（水） １５：００～１７：００ 

場 所：日本建築総合試験所 会議室 

出 席 者： 鎌田会長、葛目幹事、服部会員、内田会員、寺澤会員、吉田会員 

           以上 6名（順不同、敬称略） 

配布資料：37-0   第３７回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事次第 

          31-1   第３６回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録（案） 

          31-2   社会基盤構造物の維持管理と非破壊試験：寺澤会員 

31-3 コンクリート構造物の調査に非破壊試験が十分に活用されていないことについて

の一考察：葛目幹事 

 

議 事： 

１．会長挨拶 

  開催の挨拶が鎌田会長よりあった。 

 

２．第３７回議事次第 

  内田会員より、本日の交流会の進め方について説明があった。 

 

３．第３６回議事録（案）の確認 

  内田会員より説明があり、内容確認が行われ承諾された。 

 

４．話題提供 

（１）内田会員より、「2D弾性波動シミュレーションの紹介」と題して、話題提供があった。当該ソ

フトは、日本非破壊検査協会RC部門内に設置されている衝撃弾性波法研究委員会のWGにて

開発したものである。波動方程式を差分法により解いているため、時間とともに誤差が蓄積さ

れるデメリットがあるものの、理にかなった波動現象を捉えることができるメリットを有して

いるとのこと。現在、このソフトを使用して、PC グラウト充填評価手法の検討を、衝撃弾性

波法研究委員会内で行っているとの説明があった。また、今後は、このソフトで得られた結果

と、差分法により波動方程式を解いているその他の解析ソフトや有限要素法のソフトで得られ

た結果とも比較する予定との説明もあった。 

（２）寺澤会員より、「社会基盤構造物の維持管理と非破壊試験」と題して、話題提供があった。一般

社団法人日本溶接協会誌「溶接技術」の 2015年 10月号の特集「非破壊検査による信頼性確保」

に鎌田会長・寺澤会員の連名で執筆し、掲載された標題の記事についての紹介があった。記事

の内容として「インフラ構造物の維持管理、非破壊試験が求められる社会的背景」、「非破壊試

験の現状」、「今後の課題や展望」についての説明があった。 

（３）葛目幹事より、「コンクリート構造物の調査に非破壊試験が十分に活用されていないことについ

ての一考察」と題して、話題提供があった。土木学会 339委員会や 342委員会では、非破壊試

験の信頼性を改善する方策や、構造物性能の定量的評価および構造解析に基づく合理的な維持

管理手法等に関する検討が行われた。発注者の期待に対する非破壊試験のアウトプット（評価



結果）の一致度合いが非破壊試験の信頼性に係わる。構造解析に有用な定量的評価を行うこと

を念頭に考えると、非破壊試験の手法（反発度、弾性波法など）によっては、その試験装置の

性能を改良しても顧客満足度の向上には繋がらない場合があることなどが紹介された。これら

委員会の検討内容に対し、構造解析を主軸として維持管理を考えることへの疑問や、研究を重

ねて非破壊試験を有効に活用する場面を継続的に考えていくことの重要性などが話し合われ

た。 

 

５．今後の予定 

  第３８回交流会：平成２８年４月４日の週か、１１日の週 １５：００～１７：００ 

  場所：大阪大学 中之島センター 

 

以上 

 

（記録：内田会員、寺澤会員、吉田会員） 


